
流れのゆるい田の溝や小川にもみられ、しばしば植物体の一端が泥の中に埋まることはあっても地中葉を
分化することはない。水中葉は毛状の裂片に細かく分裂し、長さ3-6cmになり、捕中嚢は小さく、葉にわず

かしかつかない。7-9月に、高さ7-15cmの花軸を出して3-10花をつける。花は黄色で径約1cm、萼の長さ

は約2mm、距は下唇よりも短く、前に向く。花柄は花後に下垂し、さく果は萼と同長。花軸の基部やその付
近の葉腋に短い柄のある閉鎖花をつける。

県内では1ヶ所に残存していたが、湧水地が管理されな

くなったことにより消失した。分布の西限。2020年版で

AランクからEXに変更した。

－

EX

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界 ○

■ 県内分布

明石市

■ 国内分布

本州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

タヌキモ科

兵庫県ランク…フサタヌキモ
環境省ランク… ENUtricularia  dimorphantha  Makino


